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ベストテン作品、読了は４冊 

 右上に『このミス』今年のベスト

１０作品を並べてみた。私が読了し

ているのは『地雷グリコ』『冬期限

定ボンボンショコラ事件』『バーニ

ング・ダンサー』『六色の蛹』の四

作。昨年は二作だったので、四作で

も多い方だと思う。 

 お金に余裕がないので、どうして

も評価の定まらない私にとって未

知の作家の単行本を買う気にはな

れないのだ。そして最近は図書館頼

みになりつつあるので、話題作が空

くのを待っていると半年、一年待ち

になることもよくある。 

 『このミス』が出て、ようやく情

報を手に入れたので、有栖川有栖

『日本扇の謎』や呉勝浩『法廷占拠』

などにも手を出してみようかなと

考えているところである。 

新刊で読んだのは１２１冊 

 『このミス』巻末のブックリスト

で２０２４年に出版された日本の

新刊ミステリを確認すると、総発行

点数が６００冊くらいあって、その

うち私が読み終えたのは１２１冊。

全体の約５分の１である。いつも書

いているけれども、全てのミステリ

を読むことは不可能なのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主に文庫本を中心にしたシリー

ズものを読んでいる。鳴神響一、内

藤了、山本巧次、渡辺裕之などは出

てくる全ての新刊を読んでいるこ

とになる。文庫本も高くなったので、

金額を確かめながら購入しなけれ

ばならなくなった。 

ベストテン順位に異議なし 

 今年の年間ランキングの『地雷グ

リコ』の一位と『冬期限定ボンボン

ショコラ事件』の二位は予想通りで

ある。例年の流れから言うとこの二

つで決まりだろうと考えていた。共

に私の『ミステリ読書案内』では紹

介済みである。 

 また八位の『バーニング・ダンサ

ー』も紹介済み。十位の櫻田智也の

『六色の蛹』はこの後の６３１号に

登場予定で、すでに原稿は書き終え

ている。『六色の蛹』は私好みの作

風なので順位的にはもう少し上位

になってもよいような気がするが。 

 十一位以下の作品では芦辺拓の

『乱歩殺人事件』、今村昌弘の『明

智恭介の奔走』、阿津川辰海の『黄

土館の殺人』が読了で、『ミステリ

読書案内』でも紹介済みである。以

上が二十位まで。 

 二十一位以下では結城真一郎の

『質問の多い料理店』、大山誠一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の『にわか名探偵ワトソン力』、森

見登美彦の『シャーロック・ホーム

ズの凱旋』、伊吹亜門の『帝国妖人

伝』などが読了である。 

私が頼りにしているブックリスト 

 毎年頼りにしているのが巻末の

ブックリスト。読みたい本のチェッ

ク漏れがないかを時間をかけて吟

味していく。最近はＳＮＳ情報で

「新刊情報」を見るようにしている

ので、だいぶ漏れは少なくなってき

ている。それでも何冊かは…。  

 この頃迷うのはミステリの範疇

に納めてもよいのかどうかの線引

き。特に「時代小説」なのか「時代

ミステリ」なのかはっきりしないも

のが増えている。『このミス』のブ

ックリストに載っていればそれは

ミステリと判断してよいのだろう

と思っている。 

 こうして一年の区切りがつき、ま

た新しい年のミステリが幕を開け

る。今年はどんな傑作が生まれるの

かと思うと楽しみが膨らむ。ベテラ

ン作家も新人作家も是非…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『このミス２０２５』を見て! 
 『このミステリーがすごい！２０２５年版』が出た。昨年のミステリを

振り返り、そして自分の読書を振り返る良い機会。『このミス２０２５』

の記事を土台にして、少し考えてみよう。どんな年だったかな？ 

《『このミス』今年のベストテン》 

１.地雷グリコ    青崎有吾 

２.冬期限定ボンボンショコラ事件 米澤穂信 

３.檜垣澤家の炎上  永嶋恵美 

４.少女には向かない完全犯罪 方丈貴恵 

５.伯爵と三つの柩  潮谷 験 

６.日本扇の謎   有栖川有栖 

７.法廷占拠 爆弾 2 呉 勝浩 

８.バーニング・ダンサー 阿津川辰海 

９.ぼくは化け物きみは怪物 白井智之 

10.六色の蛹     櫻田智也 

１９８８年以降のミステリ  私のこの『ミステリ読書案内』では、現在『１９８８年以降のミステ

リ』を順次連載している。(一ヶ月に一回。６号ごと) 『このミステリーがすごい！』が刊行され始めた１９

８８年以降の年間ランキング・ベスト２０を紹介しながらその年のミステリ界を振り返る企画である。現在「１

９９４年」まで進んできている。「２０１８年」までの３１回の連載を予定。今のペースで行くとあと二年ちょ

っと続くことになる。老若男女さまざまな読者がいると思うので、参考にしてもらって、その年を振り返って

もらい、次なる読書の方向付けをしてもらえれば有難い。１９８７年以前の年についても考えないわけではな

いが、何しろ資料調べが大変になるので、今は手が出せないでいる。代表的な作品だけでなく、その年に出版

されたミステリを幅広く総括するにはそれなりの覚悟が必要である。二年後にどうなるか…。 
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